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営農
担い手 ＴＡＣ・出向く活動パワーアップ大会２０２４ 書類審査結果

営農
担い手 ＴＡＣアグリビジネススクール

担い手の課題解決に向けた営農技術・農業経営等に関する知識取得や事例等
の共有を図るため、毎月第一水曜日にＷｅｂシステムで開催しております。

ＴＡＣ活動を行うにあたっての基礎的知識等の習得に大変有意義なテーマを選ん
でいますので、ＴＡＣ担当者だけでなく担い手に関わる全ての皆様にも、是非受講
いただきますようお願い致します。

ＴＡＣ・出向く活動パワーアップ大会２０２４（１１月２１日（木）・２２日（金）新横浜）に
向けて、ＴＡＣの皆様には活動報告書を作成・提出いただきました。改めまして、大変
お忙しい中ご対応頂いたことに感謝申し上げます。

この度、活動報告書の書類審査の結果が発表され、９月１９日（木）大阪で開催さ
れる「地区別審査委員会」へ進む方が下記のとおり決定しました。

【ＪＡ部門】 ＪＡ小松市、ＪＡ松任

【ＴＡＣ部門】 ＪＡ加賀・土山優衣さん、ＪＡ松任・土倉真魚さん、ＪＡ金沢市・山口朝史さん

回 日程 時間 テーマ

5～７ 10/２、11/６、12/４ 10：00～15：00 会計・税務研修①～③

8 １/８ 13：00～15：00 農業現場における労務管理

9 ２/５ 13：00～15：00 生産資材・技術情報②

10 ３/５ 13：00～15：00 農業を取り巻く情勢・取り組み②

※1～4回は終了

「地区別審査委員会」はＷＥＢ配信され、農業会館に会場も設置しま
す。また、同日前段には「西日本ブロックＴＡＣ担当者研修会」が開催さ
れますので、併せてご参加いただますようお願い致します。

営農
担い手 令和６年度 第２回ＴＡＣ活動改善プロジェクト（8/9）

今年度の第２回目となるプロジェクトを開催しました。

ファームサイド㈱・佐川氏を講師に迎え、今回はグループ討
議や意見交換を行いながらＴＡＣ自身の活動に対する見直し
や情報共有を図るとともに、問題・課題についての把握から解
決までの手法や手段などを研修しました。今後も引き続き、個
人のＴＡＣ活動の改善を図り、県全体のレベルアップを目指し
ます。



＜コンバインの作業事故＞
農業における就業者10万人当たりの死亡事故者数は、事故が多いイメー
ジのある建設業を上回っております。また、収穫の時期は特に農作業事故が

多発しており、コンバインによる巻き込まれ事故等が多く発生していますの
で十分な注意が必要です。

＜熱中症＞
石川県では7月の熱中症による死亡事故が4件発生し、過去最多の件数と
なりました。9月に入っても気温の高い日が続くことが見込まれますので水分
補給などの予防対策がまだまだ欠かせません。

＜周知用資材の有効活用のお願い＞
これまでＪＡグループ石川営農戦略室から農作業事故の未然防止に向けた、
周知用資材についてデータ提供をさせていただいております。
つきましては、訪問活動や共同施設での掲示など、改めて生産者への周知
にご協力頂きますようお願いいたします。

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4
自脱型コンバイン 11 10 8 7 11 8 9 12 16 11

H29 H30 H31 R2 R3 R4
熱中症 22 43 29 32 23 29

〇自脱型コンバインによる死亡事故件数（単位：人） 農林水産省ＨＰより

〇熱中症による死亡事故件数（単位：人） 農林水産省ＨＰより

営農
担い手 農作業事故に注意しましょう！



対象店舗

ＪＡグループ×天穂のサクナヒメ 米消費拡大ＣＰ実施
政策
推進

ＪＡの皆様におかれましては、ＳＮＳやポスター資材等を
活用した消費者への周知にご協力お願いいたします。

ＪＡグリーン加賀、ＪＡあぐり、ＪＡ根上屋、ＪＡグリーン能美、よらんかいねぇ広場、ＪＡ
グリーン松任、ＪＡ ＭＡＲＵＣＨＥ（ＪＡ金沢中央 中央支店）、ほがらか村本店、ほが
らか村野田店、ほがらか村崎浦店、ＪＡグリーン金沢、ＪＡグリーンかほく、ＪＡグリー
ンはくい、ＪＡグリーンわかばの里、能登おおぞら村穴水、能登おおぞら村輪島、直売
所おくのといち、ＪＡグリーンセンターすず

道の駅こまつ木場潟、道の駅めぐみ白山、みちのえき旬菜館、道の駅織姫の里なか
のと

Aコープ桔梗山代店、Aコープ今江店、Aコープ粟津店、Aコープ国府店、Aコープ蝶屋
店、Aコープ手取店、Aコープ北安田店、FM加賀野店、Aコープ富奥店、Aガイヤ、A
コープ安原店、Aコープ笠舞店 、Aコープつばた店、Aコープかほく店、Aコープ富来店、
Aコープ能都店、Aコープ内浦店

詳しくは

コチラをチェック
https://sakuna-
ja.campaigns.jp/lp/2024

「Ｃｈｏｉｃｅ！いしかわ産」キャンペーンへのご協力ありがとうございました。
 （応募ハガキがまだお手元にある直売所は、早急に営農戦略室まで送付願います。）

ＪＡグループでは、国民一人当たりの米消費量が低迷
する中、若年層への食や農に関する興味を高めるための
仕掛けの一つとして、ＪＡ直売所等において、“稲作”が
テーマの人気アニメとコラボしたお米キャンペーンを全国
展開します。

Ｊ
Ａ

jaishikawa

#サクナヒメ ＃ＪＡ
＃お米

https://sakuna-ja.campaigns.jp/lp/2024
https://sakuna-ja.campaigns.jp/lp/2024


【問合先】ＪＡグループ石川営農戦略室    TEL：076-240-5051

日 時 内 容

９月１１日（水） ＪＡ営農・経済フォーラム（東京）

９月１９日（木） 西日本ブロックＴＡＣ担当者研修会

９月１９日（木） ＴＡＣ・出向く活動パワーアップ大会 地区別審査委員会

９月２４日（火） 河北潟ブロッコリー出荷会議

９月２４日（火） 農産物直売所連絡協議会 第３回 連絡会議

１０月上旬（予定） 南瓜ＷＧ、ブロッコリーＷＧ

8月9日（金）に川北町役場近くの圃場で大麦生

産者、玉ねぎ生産者を対象に水田園芸排水対策

現地研修を行いました。

研修では南加賀農林総合事務所の田端様より

収量向上に向けた排水対策の説明を頂き、その

後、排水対策の実演を行いました。約27aの圃場

で額縁明渠、圃場内補助明渠、サブソイラの実演

を行いましたが、従来に比べ作業スピードが速く、

参加者も感心されていました。

10月に能登地区でも開催予定ですので、参加の

ほどよろしくお願いいたします。

8月6日（火）、ＪＡ小松市管内のトマト圃場にて標

記研修会を開催いたしました。6月に行われたハ

ウス高温対策研修に引き続き、全農西日本事業

所ＴＡＣ・生産振興課吉田課長を講師にむかえ、

現地ハウスで養液栽培や土耕の作型を見たうえ

で、裂果や根張り具合の課題等への対策方法に

ついてご提案をいただきました。

現地確認後の座学研修でも、収量を上げるため

の多くのヒントをいただき、参加者からも活発な質

問が出るなど、有意義な研修会となりました。

トマト栽培技術現地研修を開催しました！
園芸
振興

水田園芸排水対策現地研修を開催しました！
園芸
振興

～９月以降の予定～
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